
呼吸器疾患の食事について

肺がうまく換気できずに
呼吸筋の仕事量が増加する

呼吸器の病気があると栄養が不足しやすくなります。

呼吸が苦しくなったり、
炎症により胃腸の働きが
低下する

息切れや倦怠感が増加し、
活動量が低下する

消費する栄養量が増える 食欲が低下し、食事量が少なくなる

食事のポイント

●食事の負担を減らす工夫をしましょう

●1日3食、しっかり食事をとりましょう。
●食事のバランスを整え、主食、主菜、野菜は毎食そろえ、乳製品、果物は1日
1回を目安に食べましょう。
●食事の用意が難しい場合は、市販品（惣菜やレトルト）も利用しましょう。

●間食や栄養補助食品で栄養を
おぎないましょう。

野菜・海藻・きのこ・
こんにゃく

牛乳、ヨーグルト

●油を使用し、エネルギーを増やす
工夫をしましょう。

チョコレート

アイスクリーム

ビスケット

チーズ 栄養補助食品

ご飯

焼き魚 フライ

チャーハン

料理に使用する
油を多くする

食材は軟らかくしたり、小さく
切り、噛む負担を減らす

満腹にならないよう
食事中の水分は控える

食器や調理器具は
軽いものを使用する
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食事の前に休息をとり、
疲労がないようにする

※糖尿病のある方は、血糖値が上がりやすくなるため、
菓子類の摂取には注意が必要です。

主食

主菜

肉・魚・卵・大豆製品

ご飯・パン・麺・芋類

野菜類

乳製品

果物


